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for Culture, Media and Sport）によれば、クリエイティブ産業は、約130万人の雇用を支え、1,125
億￡（ポンド）の産業に成長しているという15)。 






















































































































(岡 俊明：都市政策研究所 客員研究員、吉村英俊：都市政策研究所 教授) 
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